
2 1

２　学習の目標

３　指導の重点

　常用漢字オールクリア 五訂版(尚文出版)・現代の新国語辞典 第七版(三省堂)

単位

　言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通じて、国語で的確に理解し効果的

に表現する資質・能力を育成することを目指す。

使用教科書 　新 現代の国語（三省堂）

副教材等

①実社会に必要な国語の知識や技能を身につける。

②文章の的確な理解から、自分の考えを深め、発展させる。

③様々な論理的文章に触れながら、論理的文章の読み方と書き方を身につける。

グラデュエーションポリシー

カリキュラムポリシー

卒業までにこのような資質・能力を育成する。

①規則正しい生活習慣を確立し、前向きに社会生活に取

り組む資質を育成する。

②主体的に行動し、コミュニケーション能力が高い人間

を育成する。

③他者を尊重し、様々な課題を持つ人との関わりを大切

に地域に貢献できる能力を育成する。

④どのような困難にも立ち向かい、適応できる人間に育

てる。

資質・能力を育成するため、このような教育活動を行

う。

①毎日学校に通うことを目標に、生活リズムを崩さない

行動を促す。

②日々の挨拶や、ルールやマナーを意識した学校生活を

行う。

③他者の立場を尊重し、思いやりや寛容の精神を育成す

るため、人権同和教育に力を入れる。（年３回以上はク

ラス単位での授業を行う）

④総合的な探究の時間において、１年次から系統的な

キャリア教育を展開する。

１　グラデュエーションポリシー及びカリキュラムポリシー

令和７年度シラバス

教科 国語

科目 現代の国語 単位数 履修年次 年次～
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４　学習計画

学期
話すこと

聞くこと
書くこと 読むこと

1 1

4 4

4 3 1

2 5 1

1 3 5

5 3 1

2 5 1

4 3 1

1 6 1

2

20 35 15

５　課題・提出物等

(50分授業)

　課題・提出物は、締め切りを確実に守って提出すること。

　授業時間を利用して、小テストを実施する。しっかり準備して臨むこと。

定期考査

提出物

授業態度

小テスト

よりよい読み手に

なるために

確かな情報を伝え

るために

わかり合うために

後期

前期

入門

情報を生かすため

に

｢読むことのレッス

ン」｢水の東西」「コ

インは円形か」

定期考査

提出物

授業態度

小テスト

考えを共有してい

くために

説得力を高めるた

めに

場に応じて伝える

ために

「人が死なない防災」

「減災学をつくる」

「ひとまず信じな

い」

「届く言葉、届かない

言葉」｢わかり合えな

いことから」｢聞く

力」

評価方法単元名 学習内容(指導内容)

「言葉と声で表そ

う」

教材

情報を分析・評価す

る。説明の方法を理解

する。様々な視点から

情報を伝える。

情報を集めて選ぶ。情

報を整理する。情報を

作りかえる

確かな情報を伝え

る。情報と適切に付

き合い、適切に編集

する。

情報を読み解く。情報

を要約する。情報を関

連づけてまとめる。

文章の流れをつかみ、

内容をきちんと読み取

り理解する。

まとめ

よりよい書き手に

なるために

「言葉で世界を豊か

に」

「ありのままの世界は

見えない」「ものとこ

とば」

「檻の中の街」｢小さ

な哲学者」

「折々の言葉」「宝探

しみたいに本の世界へ

入っていきます」

｢中身当てクイズ」｢読

み比べる」「構成や展

開を意識して発表す

る」

世界を言葉で広げる

事例と主張の関係を

整理する。自分なり

の考えをまとめる。

ある事実をもとに未

知の事例を推し量

る。情報を関係づけ

てまとめる。

引用の目的や働きを

理解する。説明の仕

方を考える。

根拠を明確にして考え

を伝える。表現の仕方

に注意する。相手を意

識して自分の考えを伝

える。



６　評価の観点の趣旨

７　評価方法

８　担当者からの一言

国語の目標は自己の表現であり、同時に相手の表現を理解することも大切です。

小テストで小さな努力を積み重ね、漢字や語彙など国語の基礎力をつけよう。

受け身ではなく、自ら学んで思考力を高める努力をしよう。

読書に親しみ、読むことで広がる世界を楽しもう。

　実社会に必要な国語の知識や技

能を身につけている。

　｢話すこと・聞くこと」「書く

こと」｢読むこと」の各領域にお

いて、論理的思考力・共感力・想

像力を伸ばし、伝達力を高め、自

己表現の力を鍛えている。

　言葉を通じて積極的に他者や社

会に関わったり、思いや考えを広

げたり深めたりしながら、進んで

読書に親しみ、言葉を効果的に使

おうと粘り強く努力しようとして

いる。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【評価】

考査・提出物の内容・授業中の発

言の｢知識・技能」分野が十分に

満足できる状況と判断できる・・

Ａ

おおむね満足できる状況と判断で

きる・・Ｂ

努力を要する状況と判断できる

・・Ｃ

【評価】

考査・提出物の内容・授業中の発

言の「思考・判断・表現」分野が

十分に満足できる状況と判断でき

る・・Ａ

おおむね満足できる状況と判断で

きる・・Ｂ

努力を要する状況と判断できる

・・Ｃ

【評価】

提出物の内容や振り返りシート・

授業中の発言が十分に満足できる

状況と判断できる・・Ａ

おおむね満足できる状況と判断で

きる・・Ｂ

努力を要する状況と判断できる

・・Ｃ


